
開催日 ５ 月 １９ 日 （木） ６ 月 １６ 日 （木）

分野 同和問題 同和問題

講
座
名

参画型講演
「あなたは どう思いますか？」

いわれなき差別は、どのようにしてつくられたのか？
    ～常設展示室、中世の歴史を学ぶ～

講
師

公益財団法人 反差別・人権研究所みえ
常務理事・事務局長 大谷 徹（とおる）

三重県人権センター
常設展示案内嘱託員 味岡 一博（かずひろ）
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 (公財） 反差別・人権研究所みえは、三重
県人権センター２階に事務所があり、同和問
題をはじめとする様々な人権問題の調査・研
究事業や研修・育成事業等を通して、「人権が
尊重される三重をつくる条例」の具現化とあら
ゆる差別の撤廃に寄与することを目的として
活動している団体です。

今回は、参画型形式で、問題提起をしなが
ら、自分がどう思うかを考える機会を持つ。

●講師紹介
「（公財）反差別・人権研究所みえ」

常務理事および事務局長
１９５０年生まれ（６６歳）
三重郡明和中学校で教員生活のスタートを

きり、2010年３月伊賀市立崇広中学校の校長
で退職。

３８年間中学校現場一筋で、退職年度は三
重県中学校長会の会長を務めた。

２０１０年４月から現職にある。
２０１４年度から皇學館大学「人権論」の非常

勤講師

県内外から、昨年度も1万人を超える来館者
に、常設展示室内の説明をはじめ案内や啓発
を担当してきました。

人権センターの常設展示室等の見学をして
いただくとともに、どんな説明をしているか等、
改めて紹介します。

今回は、特に 常設展示室の【中世】のころ
（部落差別のつくられた頃）を説明します。

●講師紹介
２００９年３月 伊賀市立青山中学校退職
２００９年４月 人権センター団体見学者(常

設展示室を中心に）等への説明・案内を担当

分野 障がい者問題 同和問題
講
座
名

障害者差別解消法の取組について
～社会のバリアについて考える～

部落差別解消に向けて！
～わたしの体験から～

講
師

三重県健康福祉部
人権・危機管理監 森岡 賢治（けんじ）

三重県人権センター
常設展示案内嘱託員 味岡 一博（かずひろ）
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「障害者差別解消法」の概要の説明と、
障がいのある人にとっての社会のバリアー（社
会的障壁）には、目に見えやすく認識しやすい
物理的バリア、目に見えにくく認識が行き届き
にくい制度、慣行、意識の4つのバリアがある
と言われています。

障がいのある人が日常生活や社会生活を送
る中で、これらのバリアには、どのようなもの
があるかを考え、バリアを除去していく道筋に
ついて考えます。

●講師紹介
昭和６２年に三重県庁入庁（福祉部児童家

庭課）、平成23年度人権大学受講、平成26年
健康福祉部障がい福祉課、平成28年4月から
健康福祉部人権・危機管理監。

県民の意識調査をもとに、見えてくる課題と
解消に向けて、長年の教師生活の体験から子
どもや保護者の姿もまじえ、考え合う時間にし
たい。

●講師紹介
２００９年３月 伊賀市立青山中学校退職
２００９年４月 人権センター団体見学者(常

設展示室を中心に）等への説明・案内を担当
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